
平成１７年度試験研究課題設定のための要試験研究問題提案・回答書  

 （整理番号） 提案機関名 足柄地区農業経営士会  

  １０６    

     
   ※記入不要         

 要望問題  

掛け流しによる養液栽培の廃液利用方法  

 要望問題の内容 【 背景、内容、対象地域及び規模（面積、数量等）  】  

肥料成分を含んだ廃液を流し出すことにより、環境に負担となる、一方で個人では上記廃液

を処理するために莫大な経費がかかり､不可能である｡ 
 

 そこで、この廃液を肥料として二次的に利用する方法を検討してほしい  
  
  
  
  
 
 
 
 
 

 

 解決希望年限  ①１年以内    ②２～３年以内    ③４～５年以内    ④５～１０年以内  

 研究対応区分  ①研究所対応  ②委託研究  ③共同研究  ④その他  

 対応を希望す  ①農業総合研究所（ ②根府川試験場 ③三浦試験場 ④津久井試験場 ）  

 る研究機関名  ⑤畜産研究所 ⑥水産総合研究所（ ⑦内水面試験場 ⑧相模湾試験場 ）  
  ⑨自然環境保全センター  

  ※ ここから下の欄は、回答者が記入してください。 
 回答機関名   

  部  署： 農業環境部                   

     

 対応区分  ①実施 ②実施中 ③継続検討 ④実施済 ⑤調査指導対応 ⑥現地対応 ⑦実施不可  

 試験研究課題名  （①、②、④の場合）  

光触媒効果の農業分野への応用と実用化 
(1)低コスト閉鎖型システムの開発 イ 栽培実証試験 

 

 対応の内容等  

 養液栽培の廃液を肥料として二次的に利用した試験例は少ないため、廃液処理については全

県的な問題となっております。養液栽培の廃液中の成分は作物毎に傾向があるため、トマト栽

培に使用された廃液を主体に、作物収量や土壌の塩類集積についての予備調査を行います。 

 

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

 解決予定年限  ①１年以内 ②２～３年以内 ③４～５年以内 ④５～１０年以内  

 備 考  

  



 
 


